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占
領
期
に
お
け
る
急
性
感
染
症
の
発
生
推
移

〔
要
旨
〕
現
在
、
わ
が
国
で
は
世
界
的
に
も
優
れ
た
保
健
医
療
統
計
を
完
備
し
、
各
種
感
染
症
に
関
す
る
情
報
を
継
続

的
に
収
集
・
整
理
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
整
備
さ
れ
た
わ
が
国
の
感
染
症
統
計
に
お
い
て
も
、
第
二
次
世
界
大
戦

中
か
ら
終
戦
後
に
か
け
て
の
期
間
は
、
厚
生
省
（
当
時
）
に
よ
る
系
統
的
な
調
査
報
告
が
現
存
せ
ず
、
「
空
白
の
期
間
」

と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
占
領
期
の
保
健
医
療
改
革
に
大
き
く
関
与
し
た
、
連
合
国
最
高
司
令
官
／
総
司
令
部
の
公
衆

衛
生
福
祉
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
／
Ｐ
Ｈ
Ｗ
）
は
、
わ
が
国
の
健
康
状
態
を
綿
密
に
調
査
し
て
い
た
。
本
稿
で
は
、

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
文
書
の
う
ち
、
君
の
鼻
辱
習
斤
冒
に
付
録

と
し
て
記
載
さ
れ
た
急
性
感
染
症
統
計
を
復
刻
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
占
領
期
に
お
け
る
急
性
感
染
症
の
発
生
推
移
を

考
察
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
占
領
期
、
感
染
症
統
計
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
／
Ｐ
Ｈ
Ｗ
、
君
㈹
１
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目
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（
－
）

近
年
、
わ
が
国
で
は
、
新
興
・
再
興
感
染
症
が
新
た
な
健
康
問
題
へ
の
脅
威
と
な
り
、
そ
の
対
策
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
ｃ

有
効
な
感
染
症
対
策
を
樹
立
す
る
た
め
に
は
、
正
確
か
つ
迅
速
な
実
態
把
握
が
不
可
欠
で
あ
り
、
現
在
、
わ
が
国
で
は
世
界

的
に
も
優
れ
た
保
健
医
療
統
計
を
完
備
し
、
各
種
感
染
症
に
関
す
る
情
報
を
継
続
的
に
収
集
・
整
理
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
整
備
さ
れ
た
わ
が
国
の
感
染
症
統
計
に
お
い
て
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
か
ら
終
戦
後
に
か
け
て
の
期
間
は
、

（
ゾ
』
）
（
咽
抑
｝

厚
生
省
〈
当
時
）
に
よ
る
公
的
な
報
告
と
し
て
詳
細
な
も
の
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
戦
時
体
制
下
に
お
け
る
衛

生
状
態
の
悪
化
に
加
え
、
外
地
か
ら
の
引
揚
げ
・
復
員
な
ど
の
動
き
に
よ
っ
て
、
各
種
感
染
症
が
大
流
行
し
た
と
考
え
ら
れ

る
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
系
統
的
な
調
査
報
告
が
現
存
し
て
い
な
い
た
め
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
わ
が
国
の

感
染
症
統
計
に
お
け
る
「
空
白
の
期
間
」
と
な
っ
て
い
る
ｃ

一
方
、
占
領
期
の
保
健
医
療
改
革
に
大
き
く
関
与
し
た
、
連
合
国
最
高
司
令
官
／
総
司
令
部
ａ
①
国
①
国
一
国
①
且
呂
胃
甫
勗
．

曾
冒
①
ョ
①
○
○
日
日
煙
且
閏
さ
崗
昏
①
ン
匡
且
ぎ
君
①
易
↓
以
下
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
の
公
衆
衛
生
福
祉
部
弓
呂
胃
国
①
巴
昏

四
目
言
①
展
円
①
貯
昌
○
三
ゞ
以
下
Ｐ
Ｈ
Ｗ
）
は
、
占
領
政
策
を
順
調
に
遂
行
す
る
た
め
、
わ
が
国
の
健
康
状
態
を
綿
密
に
調
査
し

て
い
た
。
な
か
で
も
占
領
軍
の
兵
士
の
身
に
直
接
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
っ
た
各
種
急
性
感
染
症
に
つ
い
て
は
極
力
、

（
４
）

情
報
を
収
集
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
文
書
の
中
か
ら
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ

Ｐ
が
収
集
・
整
理
し
て
い
た
各
種
急
性
感
染
症
の
患
者
数
記
録
を
用
い
て
、
占
領
期
に
お
け
る
急
性
感
染
症
の
流
行
状
況
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

一
、
は
じ
め
に
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日本政府／厚生省

｛
“
、
胡
」

Ｐ
Ｈ
Ｗ
は
、
一
九
四
五
年
十
月
に
設
置
さ
れ
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
九
つ
の
幕
僚
部
の
う
ち
の
一
つ
の
部
局
で
あ
り
、
民

二
、
言
①
呉
辱
国
邑
①
旨
の
概
要

墨
室
①
の
戸
与
国
員
屋
の
冨
口

第8軍軍政本部

軍団軍政本部

地方軍政本部

規
則
命
令
法
律

ll
一→|地方行政機関/衛生部’

間接統治と医療政策の流れ

杉山章子「占領期の医療改革｣.122頁，「図7

と医療政策｣，勁草書房,1995年筆者により

図1

間接統治

一部改変。

政
に
お
け
る
保
健
・
医
療
・
福
祉
領
域
を
担
当
し
て
い
た
。

一
九
四
五
年
九
月
二
十
二
日
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
は
、
厚
生
省
に

（
６
）

対
し
「
公
衆
衛
生
対
策
に
関
す
る
覚
書
命
、
シ
国
ｚ
Ｉ
浅
匡
を
提
出
し
、

厚
生
省
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
対
し
て
提
出
す
べ
き
情
報
に
つ
い
て

の
指
令
、
及
び
緊
急
に
と
る
べ
き
施
策
に
つ
い
て
の
指
示
を
出
し
た
。

こ
の
な
か
で
、
疾
病
蔓
延
状
況
の
調
査
や
各
府
県
毎
の
伝
染
病
の
週
間

報
告
を
指
令
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
各
都
道
府
県
か
ら
各
種
感
染
症
の
新
規
患
者
数
・

死
者
数
が
報
告
さ
れ
、
そ
れ
を
集
計
し
た
も
の
が
Ｐ
Ｈ
Ｗ
の
部
内
週
報

で
あ
る
「
雪
①
禺
辱
国
昌
里
旦
に
付
録
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
ｃ

以
下
に
、
こ
の
「
雪
①
禺
辱
画
邑
呂
自
」
の
概
要
を
記
す
ｃ

（
二
乏
の
異
三
四
一
一
①
言
の
目
的
と
配
布
先

Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
よ
る
占
領
政
策
は
、
「
間
接
統
治
」
の
形
態
の

（
７
）

も
と
に
実
施
さ
れ
た
が
、
特
に
、
医
療
政
策
の
流
れ
に
つ
い
て
は
杉
山

一
Ｎ
）

に
よ
り
作
成
さ
れ
た
図
１
を
参
考
に
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
。
す
な
わ
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（
二
）
乏
の
異
三
胃
一
一
の
言
の
配
布
期
間

現
在
、
所
在
が
確
認
で
き
る
弓
の
禺
辱
冒
扁
目
は
、
一
九
四
五
年
十
月
十
四
日
’
二
十
日
の
週
の
も
の
か
ら
一
九
五
一

年
三
月
ま
で
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
十
月
か
ら
一
九
四
八
年
八
月
ま
で
は
一
週
間
に
一
度
、
一
九
四
八
年
八
月
か
ら
一
九
五

一
年
二
月
ま
で
は
二
週
間
に
一
度
、
一
九
五
一
年
三
月
は
月
に
一
度
、
発
行
さ
れ
て
い
る
。

ち
、
占
領
軍
の
命
令
は
一
括
し
て
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
／
Ｐ
Ｈ
Ｗ
か
ら
日
本
政
府
（
厚
生
省
）
に
出
さ
れ
、
日
本
政
府
〈
厚
生
省
）
が

責
任
を
も
っ
て
施
行
す
る
と
い
う
方
式
で
あ
る
。
占
領
軍
は
、
日
本
側
が
忠
実
に
政
策
を
実
行
し
て
い
る
か
を
監
視
す
る
た

め
、
軍
政
本
部
と
都
道
府
県
軍
政
部
を
設
置
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
方
式
が
必
ず
し
も
う
ま
く
遂
行
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
Ｐ
Ｈ
Ｗ
か
ら
出
さ
れ
た
指
令
が
軍
政
部
に
伝
達
さ

れ
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
「
指
令
の
遵
守
を
監
視
し
よ
う
と
す
る
府
県
軍
政
チ
ー
ム
の
担
当
官
が
知
る
前
に
、
日
本

（
９
）

の
地
方
庁
の
職
員
が
指
令
を
受
け
取
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
」
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ
た
め
の
措
置
と
し

て
発
行
さ
れ
た
の
が
「
言
①
烏
ご
国
昌
曾
旦
で
あ
る
ｃ
こ
れ
に
は
、
「
迅
速
な
指
令
の
伝
達
」
と
い
う
目
的
に
加
え
、
「
府
県

軍
政
チ
ー
ム
の
担
当
官
に
全
国
的
レ
ベ
ル
で
何
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
か
に
つ
い
て
の
お
お
よ
そ
の
認
識
を
持
た
せ
、
意
見
交

（
９
）

換
の
媒
体
と
し
て
役
立
た
せ
る
」
目
的
が
あ
っ
た
。

杉
山
に
よ
る
と
、
こ
の
尋
①
禺
辱
国
昌
里
旨
は
、
全
国
四
十
六
都
道
府
県
（
沖
縄
県
は
直
接
占
領
下
で
管
轄
外
）
の
軍
政

（
Ⅱ
）

部
の
ほ
か
、
太
平
洋
陸
軍
や
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
関
係
部
局
な
ど
多
方
面
に
わ
た
っ
て
配
布
さ
れ
た
。

（
三
）
乏
の
奥
三
ｍ
三
一
の
言
の
構
成

言
①
鼻
ご
国
邑
呂
昌
は
、
主
に
日
本
政
府
か
ら
提
供
さ
れ
た
保
健
医
療
関
係
の
情
報
や
統
計
、
Ｐ
Ｈ
Ｗ
の
職
員
の
業
務
報
告
、



日本医史学雑誌第53巻第2号（2007）233

1949.101950．11950．71951．3
二 ､ロ

ー
▲▲▲

1追加：追加（追加

･ポリオ。フィラリア・ツツガムシ症

・破傷風・日本住血吸虫症

・産褥熱

・狂犬病

・ハンセン病

・トラコーマ

･炭疽

・伝染性下痢症

・デング熱

４７
■
４９１６６

９
４９１０１５

’
４９１

▲

i追加

・マラリア

・日本脳炎

▲

：追加

・麻疹

・百日咳

・結核

・肺炎

・インフルエンザ

・ジフテリア

・赤痢

･腸チフス

・パラチフス

・天然痘

・発疹チフス

･猩紅熱

・流行性髄膜炎

・ｺレラ

・ペスト

GHQ/SCAP/PHWによる感染症統計に記載された疾患名

WeeklyBulletinの末尾に付録として感染症統計が記載されるようになっ

たのは1946年2月である。後述の通り、それ以前の感染症統計(1945

年10月以降）が人口統計課(HeallhStalisticsBranch)の史料として見つ

かったので併せて記したc

図2

Ｐ
Ｈ
Ｗ
が
厚
生
省
や
ほ
か
の
日
本
側
機
関
に
出
し
た
「
指
示
」
や
「
示

唆
」
の
内
容
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
文
の
記
述
に
当
た
っ
て
は
、

Ｐ
Ｈ
Ｗ
内
の
担
当
課
の
構
成
に
準
じ
て
、
予
防
医
学
弓
届
く
①
貝
乏
⑦

三
且
言
冒
里
、
病
院
管
理
〈
西
呂
冒
国
一
シ
ニ
ョ
冒
涜
耳
胃
さ
巳
、
栄
養

（
ｚ
昌
昌
５
巳
、
獣
医
学
関
係
（
く
①
房
『
曰
“
昌
宏
酌
里
夙
）
、
歯
学
関
係

〈
己
①
昌
巴
シ
廟
巴
邑
、
看
護
関
係
（
Ｚ
員
望
眉
シ
庫
巴
邑
、
福
祉
も
し
く

は
社
会
保
障
（
君
島
胃
①
胃
曽
ｇ
巴
艀
９
国
ご
）
、
法
律
Ｐ
偲
豊
、
物

資
（
曾
弓
ｇ
な
ど
の
章
立
て
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
九

四
六
年
二
月
か
ら
は
、
雪
①
馬
ご
国
昌
里
旨
の
末
尾
に
付
録
と
し
て
、
各

都
道
府
県
か
ら
報
告
さ
れ
た
各
種
感
染
症
の
新
規
患
者
数
・
死
者
数
お

よ
び
性
病
の
患
者
数
が
表
に
ま
と
め
ら
れ
、
添
付
さ
れ
て
い
る
ｃ

雪
①
禺
辱
四
三
輿
冒
に
付
録
と
し
て
記
載
さ
れ
た
感
染
症
の
種
類
は

図
２
の
通
り
で
あ
る
（
性
病
は
除
く
）
。
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

当
初
は
、
「
ジ
フ
テ
リ
ア
」
、
「
赤
痢
」
、
「
腸
チ
フ
ス
」
、
「
パ
ラ
チ
フ
ス
」
、

「
天
然
痘
」
、
「
発
疹
チ
フ
ス
」
、
「
猩
紅
熱
」
、
「
流
行
性
髄
膜
炎
」
「
コ
レ

三
、
弓
①
烏
ご
国
邑
①
言
〕
に
添
付
さ
れ
た
感
染
症

統
計
の
内
容
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図 3 WeeklyBulletinに添付された感染症統計

週ごとにまとめられた記録（左）には、週別新規患者数．死者数と

当年における累積患者数・死者数が記載されている。また、月の最

後にはその月の4週分または5週分の記録がまとめられた月別患者

数．死者数と罹患率・死亡率の記録も添付されている。（右）

ラ
」
「
ペ
ス
ト
」
の
十
種
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、

一
九
四
六
年
六
月
に
「
マ
ラ
リ
ア
」
、
「
日
本
脳

炎
」
の
二
種
が
、
一
九
四
七
年
四
月
に
は
、
「
麻

疹
」
、
「
百
日
咳
」
、
「
結
核
」
、
「
肺
炎
」
、
「
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
五
種
が
追
加
さ
れ
た
ｃ
ま
た
、

一
九
四
九
年
十
月
に
は
、
「
ポ
リ
オ
」
、
「
破
傷
風
」
、

「
産
褥
熱
」
、
「
狂
犬
病
」
、
「
ハ
ン
セ
ン
病
」
、
「
ト

ラ
コ
ー
マ
」
、
「
炭
疽
」
、
「
伝
染
性
下
痢
症
」
、

「
デ
ン
グ
熱
」
の
九
種
が
追
加
さ
れ
、
さ
ら
に
、

一
九
五
○
年
一
月
に
「
フ
ィ
ラ
リ
ア
」
、
「
日
本

住
血
吸
虫
症
」
、
同
年
七
月
に
「
ツ
ツ
ガ
ム
シ
症
」

が
加
え
ら
れ
た
。

こ
の
感
染
症
統
計
に
は
、
四
十
六
都
道
府
県

に
お
け
る
各
種
感
染
症
の
週
別
新
規
患
者
数
・

死
者
数
が
記
録
さ
れ
て
い
る
ｃ
ま
た
、
月
の
最

後
に
は
、
そ
の
月
（
四
週
分
ま
た
は
五
週
分
）

を
ま
と
め
た
月
別
患
者
数
．
死
者
数
と
罹
患

率
・
死
亡
率
（
人
口
十
万
人
１
年
）
の
記
録
が
添

付
さ
れ
て
い
る
。
（
図
３
）
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（
二
感
染
症
統
計
の
電
子
フ
ァ
イ
ル
化

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
文
書
の
う
ち
、
雪
の
禺
辱
国
昌
自
国
に
付
録
と
し

（
Ⅲ
）

て
記
載
さ
れ
た
各
種
急
性
感
染
症
の
患
者
数
記
録
（
都
道
府
県
別
・
月
別
）
を
電
子
フ
ァ
イ
ル
化
し
た
。

前
述
の
通
り
、
言
①
禺
辱
、
昌
呂
口
に
付
録
と
し
て
こ
の
感
染
症
統
計
が
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
四
六
年
二

月
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
感
染
症
統
計
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
別
・
週
別
の
記
録
（
一
九
四
五
年
十
月
～
）
が
、
Ｐ
Ｈ
Ｗ

（
旧
〉

内
の
人
口
統
計
課
畠
①
巴
昌
陣
昌
の
胃
印
即
四
月
ど
の
史
料
に
独
立
し
て
存
在
し
た
た
め
、
同
様
に
電
子
フ
ァ
イ
ル
化
し
た
。

尚
、
週
別
の
記
録
に
は
、
そ
の
週
の
新
規
発
生
数
と
当
年
に
お
け
る
累
積
発
生
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
罹
患
率
に
つ
い
（
、
）

て
は
記
載
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
期
間
に
つ
い
て
は
各
週
の
記
録
を
月
毎
に
ま
と
め
た
後
、
人
口
調
査
に
よ
る
人
口

を
用
い
て
罹
患
率
を
算
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
二
）
罹
患
率
推
移
の
グ
ラ
フ
化
と
疾
患

電
子
フ
ァ
イ
ル
化
し
た
各
種
感
染
症
の
月
別
の
罹
患
率
を
グ
ラ
フ
化
し
、
発
生
推
移
を
考
察
し
た
。
ま
た
、
月
別
の
記
録
が

欠
落
し
て
い
る
場
合
や
解
読
が
不
可
能
な
場
合
に
は
、
そ
の
月
の
週
別
記
録
を
用
い
て
罹
患
率
を
算
出
し
補
完
し
た
。

本
稿
で
は
、
図
２
に
示
し
た
各
種
感
染
症
の
う
ち
、
一
九
四
五
年
十
月
か
ら
記
録
が
残
る
「
ジ
フ
テ
リ
ア
」
、
「
赤
痢
」
、

「
腸
チ
フ
ス
」
、
「
パ
ラ
チ
フ
ス
」
、
「
天
然
痘
」
、
「
発
疹
チ
フ
ス
」
、
「
猩
紅
熱
」
、
「
流
行
性
髄
膜
炎
」
、
「
コ
レ
ラ
」
、
「
ペ
ス
ト
」

の
十
種
と
、
一
九
四
六
年
六
月
に
追
加
さ
れ
た
「
マ
ラ
リ
ア
」
、
「
日
本
脳
炎
」
の
二
種
、
計
十
二
種
を
取
り
上
げ
、
全
国
に

お
け
る
罹
患
率
の
推
移
を
報
告
す
る
。
ま
た
、
そ
の
う
ち
の
五
種
に
つ
い
て
は
地
方
別
の
罹
患
率
推
移
を
報
告
す
る
。

四
、
研
究
の
方
法
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（
Ｍ
）

医
制
百
年
史
付
録
「
衛
生
統
計
か
ら
み
た
医
制
百
年
の
歩
み
」
に
よ
る
と
、
ジ
フ
テ
リ
ア
は
、
明
治
以
来
、
年
々
多
数
の

患
者
と
死
者
を
出
し
た
急
性
感
染
症
で
あ
る
。
一
九
四
○
年
頃
か
ら
終
戦
に
か
け
て
患
者
数
は
徐
々
に
増
加
し
、
一
九
四
四

（
胴
）

年
に
は
約
九
万
四
千
人
に
及
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
終
戦
後
、
約
三
年
の
間
に
ジ
フ
テ
リ
ア
患
者
数
は
急
激
に
減
少
し
て
お

（
｜
）
占
領
期
に
お
け
る
各
種
急
性
感
染
症
の
罹
患
率
の
推
移
（
全
国
）

結
果
は
、
図
４
～
図
叫
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
各
疾
患
は
、
①
占
領
初
期
に
大
き
く
流
行
し
た
が
そ
の
後
は
目
立
っ
た
流

行
が
な
い
疾
患
（
天
然
痘
・
発
疹
チ
フ
ス
）
、
②
散
発
的
に
流
行
し
た
疾
患
（
コ
レ
ラ
・
日
本
脳
炎
）
、
③
罹
患
率
が
経
年
的

に
減
少
し
、
占
領
後
期
に
は
ほ
ぼ
流
行
が
治
ま
っ
た
疾
患
（
腸
チ
フ
ス
・
パ
ラ
チ
フ
ス
、
マ
ラ
リ
ア
）
、
⑭
）
発
生
の
流
行
を
な

か
な
か
制
圧
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
疾
患
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
赤
痢
）
、
⑤
そ
の
他
（
猩
紅
熱
・
流
行
性
髄
膜
炎
）
、
の
五

つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
尚
、
ペ
ス
ト
は
全
く
発
生
が
無
か
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
図
を
省
略
し
た
。

（
三
）
ロ
の
｜
里
８
刀
呂
昌
冨
の
解
釈
に
つ
い
て

一
九
四
五
年
十
月
第
一
週
か
ら
同
年
十
二
月
第
一
週
ま
で
の
九
週
分
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
そ
の
週
の
新
規
患
者
数
と
は
別

に
、
「
ロ
⑦
一
葛
８
房
９
門
耐
」
（
遅
れ
て
届
い
た
報
告
）
が
記
さ
れ
て
い
る
ｃ
「
何
週
遅
れ
て
到
着
し
た
報
告
か
」
は
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
原
則
と
し
て
毎
週
報
告
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
遅
延
分
の
記
録
が
記
載
さ
れ
た
前
週
の
患
者
数
と
考
え

る
の
が
自
然
で
あ
る
と
判
断
し
、
そ
の
前
の
週
の
患
者
数
に
加
算
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
二
）
占
領
期
に
お
け
る
曇

（
二
）
ｌ
①
ジ
フ
テ
リ
ア

医
制
百
年
史
付
録
「
衛
生

五
、
結
果

占
領
期
に
お
け
る
各
種
急
性
感
染
症
の
罹
患
率
の
推
移

（
地
方
別
）
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図16赤痢の罹患率（地方別）

（
二
）
ｌ
②
赤
痢

占
領
期
に
お
け
る
赤
痢
の
罹
患
率
の
推
移
（
地

方
別
）
は
、
図
佑
の
通
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
地

方
も
、
夏
季
に
罹
患
率
が
高
い
。
図
５
で
示
し
た

全
国
の
罹
患
率
の
推
移
で
は
、
一
九
四
六
年
か
ら

一
九
四
八
年
に
か
け
て
経
年
的
に
減
少
し
、
そ
の

後
再
び
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
の
増
加
は
、
特
に
、

関
東
地
方
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

り
、
明
治
以
降
の
年
次
推
移
の
な
か
で
、
占
領
期

は
最
も
大
き
い
変
化
（
減
少
）
の
あ
っ
た
時
期
で

あ
る
。占
領
期
に
お
け
る
ジ
フ
テ
リ
ア
の
罹
患
率
の
推

移
（
地
方
別
）
は
、
図
幅
の
通
り
で
あ
る
。
い
ず

れ
の
地
方
も
、
罹
患
率
は
冬
季
に
高
く
、
夏
季

（
特
に
八
月
）
に
低
い
。
一
九
四
五
年
の
十
一
月
、

十
二
月
に
は
四
国
地
方
で
罹
患
率
が
最
も
高
い
が
、

翌
年
以
降
は
、
年
間
を
通
し
て
北
海
道
で
比
較
的

高
く
、
関
東
、
近
畿
地
方
で
低
い
ｃ
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（
Ｍ
）

赤
痢
患
者
数
の
年
次
推
移
に
よ
る
と
、
そ
の
後
さ
ら
に

増
加
し
、
一
九
五
二
年
に
は
患
者
数
が
昭
和
期
で
最
も
多

く
な
る
。
赤
痢
の
発
生
に
関
し
て
、
占
領
期
は
一
九
四
八

年
を
境
と
し
急
激
な
減
少
と
増
加
の
両
方
を
示
し
た
時
期

で
あ
っ
た
と
い
え
る
ｃ

図
仰
は
、
一
九
四
六
年
の
七
月
か
ら
十
月
ま
で
の
罹

患
率
を
都
道
府
県
別
に
塗
り
分
け
し
た
も
の
で
あ
る
ｃ
七

月
に
は
、
九
州
、
四
国
、
関
東
地
方
で
罹
患
率
が
高
く
、

そ
の
後
、
北
関
東
か
ら
東
北
、
北
海
道
と
流
行
が
移
り
変

わ
る
の
が
わ
か
る
。

（
二
）
ｌ
③
腸
チ
フ
ス

腸
チ
フ
ス
は
、
ジ
フ
テ
リ
ア
と
同
様
に
明
治
以
来
、

年
々
多
数
の
患
者
と
死
者
を
出
し
た
急
性
感
染
症
で
あ

り
、
明
治
二
十
年
以
降
は
ほ
ぼ
毎
年
、
’
一
万
人
以
上
の
患

（
川
｝

者
数
が
記
録
さ
れ
て
い
る
ｃ
終
戦
を
迎
え
た
一
九
四
五
年

に
は
、
患
者
数
が
約
五
万
八
千
人
に
及
ぶ
が
、
そ
れ
以
降
、

患
者
数
、
死
者
数
と
も
に
急
激
に
減
少
し
、
占
領
期
が
終

わ
る
一
九
五
二
年
に
は
患
者
数
が
三
千
人
以
下
と
な
る
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図19 腸チフスの罹患率(1946年、1947年の7月～9月）

そ
の
後
は
目
立
っ
た
流
行

が
な
く
、
年
々
減
少
し
て

（
胴
）

い
く
こ
と
か
ら
、
同
じ
消

化
管
感
染
症
に
分
類
さ
れ

る
赤
痢
と
は
異
な
る
推
移

を
示
す
こ
と
が
わ
か
る
。

占
領
期
に
お
け
る
腸
チ

フ
ス
の
罹
患
率
の
推
移

（
地
方
別
）
は
、
図
把
の

通
り
で
あ
る
ｃ
い
ず
れ
の

地
域
も
経
年
的
に
減
少
し

て
い
る
。
ま
た
、
各
年
を

通
じ
、
九
州
地
方
の
罹
患

率
が
他
に
比
べ
て
低
い
。

図
伯
は
、
一
九
四
六
年
、

一
九
四
七
年
の
そ
れ
ぞ
れ

七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
罹

患
率
を
都
道
府
県
別
に
塗

り
分
け
し
た
も
の
で
あ



日本医史学雑誌第53巻第2号（2007）

s岨L”X（埴方用）

243

準
｜

函 ロ亜ヨ｜E亜目

－－|－
ご翼l鴎

函 函

÷分■■

÷声今嗜方

÷■東竃方

一中｡地万

一過■■方

÷中■岫方

一日■地方

一九側埴方

御
卵
、

Ｒ
日
８
－
も
且
８
匁
》

』』

必 －．一一一一一一一一一
…

10111212ﾕ4667091011ﾄ2I234907D91pllI31Z｡4507g81D111ｵ12345e7Bq1D11121Z｡4907091,11121
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る
。
一
九
四
六
年
の
夏
に

は
全
国
的
に
感
染
が
広
が

っ
て
い
る
が
、
一
九
四
七

年
の
夏
は
、
主
に
中
部
地

方
南
部
か
ら
近
畿
地
方
に

か
け
て
の
地
域
に
集
中
し

て
い
る
ｃ

（
二
）
ｌ
④
天
然
痘

明
治
以
降
の
天
然
痘
患

者
数
、
死
者
数
の
年
次
推

（
Ｍ
）

移
に
よ
る
と
、
明
治
、
大

正
時
代
に
数
度
の
流
行
が

あ
り
、
な
か
で
も
特
に
、

明
治
十
八
～
二
十
年
、
明

治
二
十
五
～
二
十
七
年
、

明
治
二
十
九
～
三
十
年
の

三
回
に
わ
た
っ
て
多
数
の

患
者
、
死
者
を
出
す
大
流
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（
二
）
ｌ
⑤
発
疹
チ
フ
ス

発
疹
チ
フ
ス
は
、
大
正
三
年
に
七
千
人
を
超
え
る
患
者
数
を
記
録
し
た
ｃ
特
に
、
こ
の
大
流
行
の
中
心
と
な
っ
た
東
京
に
お

｛
冊
）

け
る
状
況
に
つ
い
て
渡
部
が
報
告
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
「
第
二
次
大
戦
後
の
日
本
に
お
い
て
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
計
画
的
な

防
疫
施
策
に
よ
っ
て
も
一
九
四
六
年
の
発
疹
チ
フ
ス
の
大
流
行
を
防
止
で
き
な
か
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
ｃ
発
疹
チ
フ
ス
は
、

（
け
）

戦
争
や
貧
困
、
飢
鐘
な
ど
社
会
的
悪
条
件
下
で
流
行
す
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
る
終
戦
翌
年
の
大
流
行
は
三
万
二
千
人
を

｛
胴
）

超
え
る
患
者
数
を
記
録
し
て
い
る
ｃ

罹
患
率
の
推
移
（
地
方
別
）
は
、
図
翠
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
最
も
罹
患
率
の
高
か
っ
た
近
畿
地
方
で
は
、
一
九
四
六
年

一
月
か
ら
急
激
に
増
加
し
三
月
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
関
東
地
方
は
、
近
畿
地
方
か
ら
ひ
と
月
遅
れ
で
罹
患
率
が
上
昇
し
、

四
月
に
最
も
高
く
な
る
。
北
海
道
は
一
九
四
五
年
か
ら
罹
患
率
が
上
昇
し
始
め
、
一
九
四
六
年
六
月
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
ｃ

罹
患
率
を
都
道
府
県
別
に
塗
り
分
け
す
る
と
（
図
銅
）
、
人
口
が
密
集
し
不
衛
生
な
状
態
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
大
阪
府
、

東
京
都
、
兵
庫
県
な
ど
の
都
市
部
と
、
青
森
県
、
北
海
道
な
ど
の
寒
冷
地
域
に
お
い
て
罹
患
率
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

行
が
起
き
た
。
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
は
し
ば
ら
く
目
立
っ
た
流
行
は
な
か
っ
た
が
、
終
戦
後
の
一
九
四
六
年
に
再
び
流
行
し

た
。
図
釦
を
見
る
と
、
各
地
方
で
三
月
、
四
月
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
特
に
、
北
海
道
、
近
畿
地
方
で
高
い
罹
患
率
を
示
し
た
。

こ
の
時
期
の
罹
患
率
を
都
道
府
県
別
に
塗
り
分
け
す
る
と
（
図
副
）
、
流
行
は
兵
庫
県
に
始
ま
り
、
近
畿
地
方
か
ら
北
は
中
部
、

関
東
地
方
、
南
は
中
国
、
四
国
地
方
へ
と
感
染
が
広
が
る
。
ま
た
、
北
海
道
は
前
年
十
二
月
か
ら
罹
患
率
が
上
昇
し
、
四
月

に
最
も
高
く
な
る
。
こ
の
流
行
に
お
い
て
、
高
い
罹
患
率
を
記
録
し
た
地
域
は
、
順
に
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
東
京
都
、
北

海
道
、
愛
知
県
で
あ
っ
た
ｃ
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本
稿
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館

憲
政
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
文
書
の

う
ち
、
弓
①
農
ご
国
邑
里
冒
に
付

録
と
し
て
記
載
さ
れ
た
急
性
感

染
症
統
計
を
復
刻
し
、
占
領
期

に
お
け
る
急
性
感
染
症
の
発
生

推
移
を
考
察
し
た
ｃ
都
道
府
県

別
、
週
別
に
ま
と
め
ら
れ
た
本

記
録
を
系
統
的
に
整
理
（
本
稿

で
は
月
別
の
記
録
を
使
用
し
た
）

す
る
こ
と
に
よ
り
、
わ
が
国
の

感
染
症
統
計
に
お
い
て
詳
細
な

記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
「
空

白
の
期
間
」
の
実
態
を
解
明
で

き
る
可
能
性
が
広
が
っ
た
。

六
、
ま
と
め
と
今
後
の

課
題
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本
研
究
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
６
二
占
領
期
の
保
健
医
療
政
策
決
定
過
程
に
関
す
る
考
察
ｌ
Ｇ
Ｈ
Ｑ
灘

Ｐ
Ｈ
Ｗ
文
書
を
用
い
た
検
証
Ｉ
」
研
究
代
表
者
形
田
聡
一
お
よ
び
萌
芽
研
究
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書
を
用
い
て
戦
後
五
年
間
の
感
染
症
流

行
を
解
明
す
る
研
究
」
（
研
究
代
表
者
唖
丸
井
英
三
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
、
次
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
本
稿
に
引
き
続
い
て
、
他
の
急
性
感
染
症
の
発
生
推
移
を
系

統
的
に
ま
と
め
、
占
領
期
に
お
け
る
感
染
症
の
蔓
延
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
ｃ
ま
た
、
本
稿
で
は
「
月
別
」
の

記
録
を
用
い
る
こ
と
で
占
領
期
の
感
染
症
流
行
の
概
況
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
そ
れ
を
も
と
に
「
週
別
」
の
記
録
を
効
果
的

に
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
流
行
の
時
間
的
、
場
所
的
な
経
過
を
よ
り
詳
細
に
解
明
し
た
い

二
つ
目
は
、
言
①
農
ご
国
昌
①
目
に
お
け
る
記
述
事
項
と
関
連
付
け
、
さ
ら
に
他
史
料
と
照
合
し
検
討
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
占
領
期
に
お
け
る
感
染
症
対
策
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
シ
ラ
ミ
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
発
疹
チ

フ
ス
の
発
生
状
況
と
、
予
防
医
学
の
章
に
記
載
さ
れ
た
Ｄ
Ｄ
Ｔ
散
布
に
関
す
る
記
述
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
経
過
を
追
っ
て
分

析
す
る
。
併
せ
て
、
発
疹
チ
フ
ス
に
関
す
る
他
史
料
と
の
考
証
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
／
Ｐ
Ｈ
Ｗ
が

一
九
四
六
年
の
大
流
行
を
い
か
に
察
知
し
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
た
か
、
ま
た
そ
の
評
価
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
か
、
な
ど
に
つ
い
て
の
よ
り
立
体
的
な
考
察
が
可
能
と
な
る
。

右
記
の
研
究
課
題
を
通
し
て
、
さ
ら
に
占
領
史
研
究
を
継
続
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
ｃ

注
記
と
参
考
文
献

（
１
）
厚
生
統
計
協
会
一
「
国
民
衛
生
の
動
向
』
五
二
巻
九
号
、
’
一
九
－
一
一
一
○
頁
、
厚
生
統
計
協
会
、
東
京
、
一
一
○
○
五

（
２
）
丸
井
英
三
「
戦
時
下
の
公
衆
衛
生
」
「
保
健
の
科
学
」
三
二
巻
八
号
、
五
一
五
～
五
一
七
頁
、
一
九
九
○

（
３
）
終
戦
後
に
お
け
る
厚
生
省
（
当
時
）
の
公
的
な
報
告
と
し
て
は
「
厚
生
統
計
月
報
』
（
厚
生
省
大
臣
官
房
統
計
調
査
部
）
が
あ
り
、
一
九
四
七
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年
一
月
以
降
の
各
種
感
染
症
の
記
録
が
各
都
道
府
県
別
・
月
別
に
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
終
戦
直
後
か
ら
一
九
四
六
年
十
二
月
ま
で
の
期

間
は
、
わ
が
国
の
報
告
と
し
て
系
統
だ
っ
た
も
の
は
存
在
せ
ず
、
未
知
の
ま
ま
で
あ
る
。

（
４
）
杉
山
章
子
『
占
領
期
の
医
療
改
革
」
、
一
四
○
～
一
四
四
頁
、
勁
草
書
房
、
東
京
、
一
九
九
五

（
５
）
竹
前
栄
治
『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
」
、
九
○
～
九
四
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
八
三
幕
僚
部
は
そ
の
と
き
ど
き
の
必
要
に
応
じ
て
存
廃
、
移
動
し
た
。

〈
６
）
国
立
国
会
図
書
館
の
塵
Ｃ
扇
○
ン
弔
詞
画
○
○
”
ロ
の
『
三
①
日
○
国
且
匡
昌
さ
【
胃
冒
胃
凰
四
こ
砦
昌
⑦
の
①
ｇ
く
①
９
日
の
昌
命
○
シ
国
ｚ
畠
二
・
国
巨
言

エ
①
巴
一
三
℃
Ｒ
ｏ
ｎ
①
旦
匡
『
⑦
め
．
い
い
の
命
己
弄
．
一
℃
吟
、

（
７
）
竹
前
前
掲
耆
（
５
）
、
五
四
１
五
六
頁

（
８
）
杉
山
前
掲
書
く
４
）
、
一
二
六
～
一
二
八
頁

（
９
）
Ｃ
・
Ｆ
・
サ
ム
ス
著
、
竹
前
栄
治
編
訳
『
Ｄ
Ｄ
Ｔ
革
命
」
、
七
四
～
七
五
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
八
六

（
皿
）
杉
山
前
掲
書
（
４
）
、
二
五
二
～
二
五
三
頁

（
Ⅱ
）
国
立
国
会
図
書
館
の
函
Ｃ
お
○
ン
や
詞
向
○
○
詞
口
の
『
雪
国
同
【
Ｆ
昌
画
ご
Ｐ
Ｆ
向
目
星
》
勺
四
三
割
‐
畠
シ
胃
岸
ち
ま
～
冨
胃
３
．
乞
凹
．
都
道
府
県

別
・
週
別
に
ま
と
め
ら
れ
た
感
染
症
統
計
は
、
翌
々
週
の
雲
①
鳥
ご
習
房
号
に
添
付
さ
れ
報
告
さ
れ
た
。
本
研
究
で
用
い
た
「
月
別
」
の
感

染
症
統
計
は
「
曾
ヨ
ョ
陛
昌
靜
冒
昌
呉
○
○
ヨ
ョ
匡
皀
８
匡
命
皀
砂
ｇ
ゆ
め
⑦
旨
苛
冒
弓
さ
『
ざ
胃
（
又
は
芽
里
乏
①
異
胃
『
一
旦
命
且
言
噌
・
一
な
ど
の

よ
う
に
表
記
さ
れ
、
月
の
最
終
週
の
週
別
統
計
と
同
時
に
添
付
さ
れ
て
い
る
。
一
九
四
八
年
十
月
、
一
九
四
九
年
八
月
の
月
別
統
計
は
現
在
確

認
で
き
て
い
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
月
は
揃
っ
て
い
る
ｃ

（
吃
）
国
立
国
会
図
書
館
ｏ
ｍ
Ｃ
ら
○
ン
勺
詞
両
○
○
詞
口
の
弓
◎
日
日
匡
昌
８
三
ｍ
口
吻
ｇ
の
①
需
冒
員
め
‐
君
の
農
ご
ｓ
ｏ
ｇ
こ
ぶ
‐
涜
口
円
思
念
こ
ゞ
勺
壷
乏

淫
⑦
里
畠
忘
や
ｇ
］
霊
も
函
君
田
８
－
号
聾
昌
呂
５
国
目
月
ご

（
喝
）
総
務
庁
統
計
局
「
日
本
長
期
統
計
総
覧
第
一
巻
」
、
九
四
’
一
○
四
頁
、
日
本
統
計
協
会
、
東
京
、
一
九
八
七

（
Ｍ
）
厚
生
省
医
務
局
「
衛
生
統
計
か
ら
み
た
医
制
百
年
の
歩
み
」
「
医
制
百
年
史
付
録
」
、
二
五
、
三
五
頁
、
ぎ
よ
う
せ
い
、
東
京
、
一
九
七
六

（
脂
）
厚
生
省
医
務
局
『
医
制
百
年
史
資
料
編
』
、
五
四
四
１
五
五
五
頁
、
ぎ
よ
う
せ
い
、
東
京
、
一
九
七
六

（
肥
）
渡
部
幹
夫
「
大
正
三
年
、
東
京
に
お
け
る
発
疹
チ
フ
ス
の
大
流
行
に
つ
い
て
ｌ
防
疫
行
政
面
か
ら
の
一
考
察
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
八

巻
四
号
、
五
九
七
’
六
一
六
頁
、
’
一
○
○
二

（
Ⅳ
）
山
崎
修
道
他
編
『
感
染
症
予
防
必
携
」
、
三
五
九
～
三
六
一
頁
、
日
本
公
衆
衛
生
協
会
、
東
京
、
一
九
九
九
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AcuteInfectiousDiseasesinOccupiedJapan

SeijiTANAKA,SatoruSUGITA,

TakakoMORIYAMA,andEijiMARUI

Japan'shealthstatisticssystem,consideredamongthebestintheworldtoday.continually

compliesandorganizesinfbrmationaboutvariousinfectiousdiseases.However,systematicsur-

veillancewasnotconductedbytheMinistryofHealthandWelfarebetweenWorldWarlland

thepostwarperiod,creatingagapinhealthdata.Incontrast,theGHQ/SCAP/PHW,which

wascloselyinvoIvedinhealthandmedicalreformduringtheOccupation,thoroughlyinvesti-

gatedthehealthconditionsoftheJapanesepeopleduringthisperiod.Thisarticledescribes

thetrendsinacuteinfectiousdiseasesinOccupiedJapanbyusingstatisticalrecordslistedin

theappendicesofthe;!WeeklyBulletin,''anofficialdocumentoftheGHQ/SCAPthatiscur-

rentlykeptintheNationalDietLibraryModernJapanesePoliticalHistoryMaterialsRoom.


